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こ
の
た
び
、
平
成
29
年
５
月
20

日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
大
崎
市

病
院
事
業
管
理
者
兼
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
並
木
健
二
で
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
全
力

を
尽
く
し
て
こ
の
重
責
を
果
た
す

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
前
任

者
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

当
院
も
移
転
新
築
し
て
３
年
が

過
ぎ
、
よ
う
や
く
穂
波
の
郷
の
景

色
の
中
に
緩
や
か
に
溶
け
込
ん

で
来
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今

年
、
大
江
川
沿
い
の
桜
も
美
し
く

咲
き
、
病
院
敷
地
内
の
蝦
夷
桜
も

だ
い
ぶ
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
い

ず
れ
こ
の
辺
り
は
桜
の
名
所
と
な

り
、
人
々
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
平
成
27
年
９
月
の
東
北

豪
雨
で
は
渋
井
川
が
氾
濫
し
、
病

院
近
く
ま
で
水
が
押
し
寄
せ
て
来

ま
し
た
。
当
院
で
は
、
被
災
者
の

受
け
入
れ
や
避
難
所
の
巡
回
な
ど

災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平

成

28

年

度

に

は
、

Ｄ

Ｐ

Ｃ
Ⅱ
群
病
院
（
大
学
病
院
に
準

ず
る
全
国
１
４
０
施
設
）
に
昇

格
し
、
そ
の
年
の
機
能
評
価

係
数
Ⅱ
（
医
療
機
関
が
担
う
べ

き
役
割
や
機
能
を
評
価
す
る

係

数

で
「

保

険

診

療

指

数
」
、

「
効
率
性
指
数
」
、「
地
域
医
療
指

数
」
な
ど
８
項
目
か
ら
算
出
さ
れ
、

こ
の
係
数
が
大
き
い
ほ
ど
高
度
な

医
療
機
能
を
有
す
る
と
さ
れ
る
）

は
全
国
33
位
で
し
た
が
、
今
年
度

は
順
位
を
上
げ
て
全
国
19
位
と
な

り
、
市
町
村
立
自
治
体
病
院
の
中

で
は
全
国
で
一
番
と
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
病
院
の
医
療
の
質

な
ど
を
評
価
す
る
た
め
の
第
三
者

機
関
で
あ
る
「
日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
」
を
受
審
し
、
無
事
に
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
改
善
す
べ
き
所
は
十
分
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
し
て
切
磋
琢
磨
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
日
本
は
超
少
子
高
齢
化

と
い
う
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
時
代
に
遭
遇
し
ま
す
。
宮
城

県
は
そ
の
過
酷
な
10
年
後
を
想
定

し
て
地
域
医
療
構
想
を
策
定
し
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
大
崎
市
が
「
新

大
崎
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
当
院
は
、
こ
れ

ら
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
大

崎
市
医
師
会
、
大
崎
市
な
ど
と
協

力
し
、
地
域
医
療
を
守
る
べ
く
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

を
推
進
す
る
た
め
、
前
向
き
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

日
本
を
取
り
巻
く
医
療
情
勢

は
、
大
き
な
変
革
期
を
迎
え
、
新

た
な
医
療
体
制
の
構
築
へ
と
動
き

出
し
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
問
題
を

丁
寧
に
対
処
し
、
二
次
医
療
圏
に

と
ど
ま
ら
ず
宮
城
県
北
の
二
次
、

三
次
の
医
療
を
担
う
覚
悟
で
、
よ

り
良
き
医
療
を
皆
さ
ん
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
、
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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　当病院事業は、平成２８年度に大崎市で策

定した「新大崎市民病院改革プラン」の下、地

域の医療事情などを踏まえ、将来における「病

院ビジョン（中長期計画）」を策定します。

　超高齢社会を迎え、医療と介護の連携がま

すます重要となると同時に、労働力の中核と

なる１５歳以上６５歳未満の人口減少によ

り、医療スタッフの確保がなお一層厳しさを

増すなか、市民に信頼される安全で安心な医

療を安定的、継続的に提供していかなければ

なりません。

　「病院ビジョン」は、当院が目指すべき方向

性、具体的な取り組み方法などを明確にし、

職員が一丸となって取り組むためのもので

す。

　地域医療を取り巻く環境の変化を常に的確

に把握するとともに、市民皆さんの不安解消

に努めながら、策定してまいります。

病院ビジョン（中長期計画）を
策定します

大崎市民病院
高度急性期 ・急性期

鳴子温泉 ・岩出山 ・鹿島台分院
回復期 ・慢性期

民間医療機関 （病院）
急性期 ・ 回復期 ・慢性期

田尻診療所
民間医療機関（医院・診療所）

連
携

連
携

連
携

連
携

地域医療における機能分担の推進とネットワーク
地域の病院や診療所、クリニックなどがその特徴を活かしながら役割分担し、
患者さんの病状や重症度により、他の医療機関へ紹介することによって連携を
強め、患者さんに適切な医療を地域内で提供できることになります。

連
携

問 経営企画課経営戦略係　
　 ０２２９- ２３- ３３１１（内線３７０４）

新
大
崎
市
民
病
院
改
革
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

今
回
の
「
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
平
成
28
年
11
月
に
宮
城
県
が
策
定
し
た
「
地
域
医
療
計
画
」

を
踏
ま
え
、
医
療
機
能
の
役
割
分
担
や
健
全
経
営
に
取
り
組
む
よ
う
、
大
崎
市
と
大
崎
市

病
院
事
業
が
一
体
と
な
っ
て
策
定
し
ま
し
た
。

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る
２
０
２
５

年
（
平
成
37
年
）
に
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
行
し
、
疾
病
構
造
の
変
化
、
医
療
従
事
者
不

足
な
ど
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
公
立
病
院
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
救
急
医
療
な
ど
の
不
採
算
部
門
を
抱

え
な
が
ら
も
、
持
続
可
能
な
医
療
を
提
供
で
き
る

よ
う
、「
経
営
効
率
化
」
、「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
、「
経
営
形
態
の
見
直
し
」
、「
地
域
医
療
構
想
を

踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化
」
の
４
つ
の
視
点
に
立

っ
た
改
革
を
進
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、「
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
役

割
の
明
確
化
」
で
は
、
本
院
は
大
崎
・
栗
原
医
療

圏
に
お
け
る
高
度
急
性
期
・
急
性
期
医
療
を
中

心
と
し
た
役
割
を
担
い
、
ま
た
、
分
院
と
診
療

所
は
回
復
期
・
慢
性
期
医
療
を
中
心
と
し
た
、

地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
機
能
を
担
う
も
の

と
明
確
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
分
院
と
診
療

所
で
は
、
在
宅
医
療
介
護
の
柱
で
あ
る
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能

の
充
実
や
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
設
置
な
ど
で

在
宅
復
帰
支
援
を
し
て
い
く
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
改
革
プ
ラ
ン
」
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
大
崎
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を
正
確
に
把
握

し
な
が
ら
、
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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当
病
院
は
医
療
機
関
を
対
象
と

し
た
第
三
者
評
価
で
あ
る
「
病
院

機
能
評
価
」
の
審
査
を
受
け
る
た

め
、
平
成
28
年
度
は
、
年
度
当
初
か

ら
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
「
病
院

機
能
評
価
認
定
」取
得
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
善
活
動
や
院
内
連
携
、

地
域
連
携
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　

平
成
28
年
12
月
の
訪
問
審
査
当

日
に
は
、
６
名
の
評
価
調
査
者
が

２
日
間
に
わ
た
り
、
各
分
野
ご
と

に
書
類
の
確
認
や
聞
き
取
り
調

査
、
外
来
や
病
棟
な
ど
に
直
接
出

向
き
、
現
地
調
査
な
ど
を
行
い
病

院
の
機
能
が
評
価
さ
れ
、
平
成
29

年
３
月
３
日
か
ら
５
年
間
の
認
定

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

●
病
院
機
能
評
価
と
は
？

　

「
公
益
財
団
法
人
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
」
が
組
織
全
体
の
運

営
管
理
お
よ
び
提
供
さ
れ
る
医
療

に
つ
い
て
、
中
立
的
、
科
学
的
、

専
門
的
立
場
で
病
院
を
評
価
し
、

一
定
以
上
の
基
準
に
達
し
て
い
る

病
院
を
認
定
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

病
院
機
能
評
価
の
認
定
病
院

は
、
地
域
に
根
差
し
、
安
全
・
安

心
・
信
頼
と
納
得
の
得
ら
れ
る
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
、
日

常
的
に
努
力
し
て
い
る
病
院
と
い

う
位
置
付
け
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
、
当
院
が
受
審
し
た
審
査

内
容
は
、
次
の
４
つ
の
評
価
項
目

に
お
い
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
第
１
領
域
　
患
者
中
心
の
医
療

の
推
進
】

　

患
者
の
視
点
に
立
っ
た
良
質
な

医
療
を
実
践
す
る
う
え
で
求
め
ら

れ
る
病
院
組
織
の
基
本
的
な
姿
勢
、

患
者
の
安
全
確
保
や
医
療
関
連
感

染
制
御
に
向
け
た
病
院
組
織
の
検

討
内
容
、
意
思
決
定
に
つ
い
て
。

【
第
２
・
３
領
域
　
良
質
な
医
療
の

実
践
】

　

病
院
組
織
と
し
て
決
定
さ
れ
た

事
項
が
、
診
療
・
ケ
ア
に
お
い
て

確
実
で
安
全
に
実
践
さ
れ
て
い
る

こ
と
や
実
践
す
る
う
え
で
の
各
部

門
に
お
い
て
機
能
が
発
揮
さ
れ
て

い
る
こ
と
。

【
第
４
領
域

　
理
念
達
成
に
向
け

た
組
織
運
営
】

　

良
質
な
医
療
を
実
践
す
る
う
え

で
基
盤
と
な
る
病
院
組
織
の
運

営
・
管
理
状
況
に
つ
い
て
。

　　

今
回
の
認
定
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
と
成
果

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な

励
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の

評
価
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
今

後
も
「
市
民
が
安
心
で
き
る
医
療

の
提
供
」
の
病
院
理
念
の
下
、
患

者
さ
ん
の
立
場
を
尊
重
し
、
安
全

で
質
の
高
い
医
療
を
安
心
し
て
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
職
員
一

同
継
続
し
て
改
善
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
向
け
た
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

病院機能評価

認定病院
になりました

問 
経
営
企
画
課
経
営
戦
略
係
　

　 

０
２
２
９-

２
３-

３
３
１
１

　 

（
内
線
３
７
０
４
）

市町村立病院で全国１位！！
～医療機能が高評価～

　平成２９年３月３０日に厚生労働省より平成２９年度

のＤＰＣ対象病院の「基礎係数」、「暫定調整係数」さら

に「機能評価係数Ⅱ」が公表されました。

　ＤＰＣとは、入院患者の病名と診療行為などの分類に

よる支払い制度で、全国の急性期（急性疾患または重症

患者の治療を２４時間体制で行う病院）を中心とする病

院１６６４施設が参加しています。この参加している病

院を病院機能や役割によって、３つの医療機関群に分類

されています。

　まず、全国で８２施設が参加している、大学病院の

本院のみである「Ⅰ群病院」、全国で１４０施設が参加し

ている大学病院の機能に準じた機能を持つ病院の「Ⅱ群

病院」、その他の病院は全て「Ⅲ群病院」となり、全国で

１４４２施設が参加しています。

　当院は、平成２８年度からＤＰＣⅡ群病院に指定され

ています。宮城県内においても、市民病院を含め３病院

しかありません。

　今回、公表されたなかの「機能評価係数Ⅱ」は、保険診

療・効率性・複雑性・カバー性・救急・地域医療・後発

医薬品・重症度の８つの指標から算出され、この係数が

大きい病院のほうが高度な医療機能を持っているとされ

ています。

　当院は、全国のＤＰＣⅡ群病院の中において１９番目

に機能評価係数Ⅱの高い病院として評価され、市町村が

運営する自治体病院の中では、全国１位の評価を受けま

した。

　今後もＤＰＣⅡ群病院にふさわしい病院として、高度

で質の高い急性期医療を提供できるように努めてまいり

ます。 問 経営企画課経営戦略係　
　 ０２２９- ２３- ３３１１（内線３７０４）
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（２）試験会場

　　大崎市民病院本院　３階会議室（大崎市古川穂波三丁目８番１号）
　　※応募の状況などにより変更となる場合があります。

病院事業職員を募集します

1　職種及び受験資格、採用予定人員など

職　種 採用予定人員 受験資格 職務の内容

助 産 師 １ ０ 名 程 度

昭和４０年４月２日以降生まれ
で助産師の免許を取得している
者。または、平成３０年３月ま
でに取得見込の者。

大崎市民病院及び分院
（鳴子温泉分院、岩出山分院、鹿島台分
院）、田尻診療所、健康管理センターに
勤務し、助産師及び看護師業務を行う。

看 護 師 ４ ０ 名 程 度

昭和４３年 4 月 2 日以降生まれ
で看護師の免許を取得している
者。または、平成３０年３月ま
でに取得見込の者。

大崎市民病院及び分院
（鳴子温泉分院、岩出山分院、鹿島台分
院）、田尻診療所、健康管理センターに
勤務し、看護師業務を行う。

( 注 ) 採用予定人員については、今後変更になることもあります。
　　 准看護師の正職員としての採用はございません。

問 人事厚生課職員管理係
 　０２２９- ２３- ３３１１　（内線３６０３）

２　試験日時及び試験会場

（１）試験方法及び内容

開催回 区分 試験種目 試験日 受験申込み受付期間

第１回

第１次試験
適性検査

小論文試験
平成２９年　５月２０日（土） 開始：平成２９年　３月　８日（水）

終了：平成２９年　４月１９日（水）

※受付期間終了第２次試験 面接試験 平成２９年　６月１７日（土）

第２回

第１次試験
適性検査

小論文試験
平成２９年　７月２３日（日）

開始：平成２９年　５月１０日（水）

終了：平成２９年　６月２１日（水）
第２次試験 面接試験 平成２９年　８月１９日（土）

第３回

第１次試験
適性検査

小論文試験
平成２９年１０月　１日（日）

開始：平成２９年　７月１９日（水）

終了：平成２９年　８月３０日（水）
第２次試験 面接試験 平成２９年１０月２８日（土）

※応募状況などにより変更となる場合があります。
※第２次試験の案内は、第１次試験合格者に別途通知します。
※指定された日時以外で受験することはできません。日程などをよくお確かめの上、お申込
みください。

３　受験申込用紙請求先および提出先

　　大崎市病院経営管理部人事厚生課　職員管理係

　　〒 989-6183　宮城県大崎市古川穂波三丁目８番１号

　　電話　0229-23-3311（内線 3603・3604）　　　FAX　0229-23-5380

　　E-Mail　jinji@h-osaki.jp　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ　http://www.h-osaki.jp（申込用紙等ダウンロード可）


